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現
地
視
察

　

６
月
定
例
会
で
は
、各
課
に
お

け
る
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。新
年
度
に
入
り

３
ヵ
月
と
い
う
期
間
で
あ
る
が
、

適
正
な
予
算
執
行
を
確
認
し
た
。

　

６
月
12
日
（
月
）
開
催

　

本
町
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
に
よ
り
、
爆
発
的
に

寄
付
金
が
増
額
と
な
っ
た
。
し
か

　

６
月
13
日
（
火
）
開
催

　

農
業
再
生
協
議
会
の
取
り
組
み

内
容
、
集
落
営
農
組
合
の
活
動
状

況
、
法
人
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
疑
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、

施
設
野
菜
の
推
進
、
営
農
組
合
法

人
化
の
推
進
に
つ
い
て
回
答
が
あ

っ
た
。

　

国
道
８
号
の
渋
滞
解
消
に
向
け
、

県
事
業
の
神
郷
彦
根
線
、
愛
知
川

右
岸
道
路
の
改
修
に
は
、
町
と
し

て
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
よ

う
求
め
た
。

　

現
在
、
旧
愛
知
郡
役
所
な
ら
び

に
旧
近
江
銀
行
の
改
修
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
、
中
山
道
の
活
性
化
に

重
要
な
施
設
整
備
で
あ
る
。

　

６
月
12
日
（
月
）、
13
日
（
火
）

に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
視
察
を
行

っ
た
。
現
在
、
両
施
設
と
も
順
調
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部
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部
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部
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○
産
業
建
設
部
門

し
、
全
国
的
な
返
礼
品
の
過
熱
競

争
に
よ
り
、
本
町
に
も
総
務
省
か

ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら

は
、
愛
荘
町
を
応
援
す
る
た
め
に

寄
付
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
方
々

を
大
切
に
、
引
き
続
き
町
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
よ
う
指
摘
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
各
税
の
徴
収
実

績
を
も
と
に
、
と
り
わ
け
滞
納
者

に
対
す
る
取
り
組
み
と
、
今
年
度

の
徴
収
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

旧
町
営
住
宅
愛
知
川
団
地
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
の
質
疑
が
中
心

と
な
っ
た
。
地
元
説
明
会
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
本
町
の
道
路
形
態

や
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
委
員
会
と
し

て
引
き
続
き
説
明
を
求
め
て
い
き

た
い
。

　

中
山
道
の
活
性
化
を
目
指
す
中

で
、
中
山
道
沿
い
の
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

っ
た
。
町
長
か
ら
、「
中
山
道
再

生
整
備
計
画
で
、
商
店
街
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
開
く
よ
う
に
努
め
て
お

り
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
ト
イ
レ
の

貸
し
出
し
を
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
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６
月
定
例
会
で
は
、
各
課
に
お

け
る
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
激

変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
高
齢
者
と
若
者
の
世
代
間
の

公
平
を
図
る
た
め
、
被
扶
養
者
軽

減
と
し
て
28
年
度
ま
で
元
被
扶
養

者
の
均
等
割
が
９
割
軽
減
で
あ
っ

た
人
が
、
29
年
度
に
７
割
軽
減
、

　

自
殺
対
策
強
化
事
業
に
関
し
て

質
疑
が
あ
り
、
県
で
は
自
殺
対
策

基
本
法
を
受
け
21
年
度
に
基
金
を

設
置
し
て
い
る
。
本
町
で
は
そ
の

基
金
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

働
き
盛
り
の
男
性
な
ど
一
定
の

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
が
、
若

者
の
自
殺
に
つ
い
て
は
横
ば
い
状

態
が
続
い
て
い
る
た
め
、
今
回
法

律
が
改
正
さ
れ
各
自
治
体
が
計
画

を
策
定
し
、
総
合
的
に
関
係
施
策

を
連
携
さ
せ
、
も
う
一
歩
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

依
然
と
し
て
自
殺
者
数
が
減
ら

な
い
（
比
較
的
働
き
盛
り
の
男
性

の
世
代
が
多
い
）
状
況
な
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
関
係

機
関
や
庁
内
の
関
係
部
署
と
連
携

を
取
り
、
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

６
月
14
日
（
水
）
開
催

　

６
月
15
日
（
木
）
開
催　

　

保
育
園
の
待
機
児
童
は
、
４
月

１
日
現
在
は
12
人
で
あ
る
。

　

内
訳
は
「
保
護
者
が
就
労
中
で

入
所
で
き
な
い
人
が
２
人
」「
就

労
予
定
で
入
所
で
き
な
い
人
が
５

人
」「
就
職
活
動
中
で
入
所
で
き

　　

民
生
児
童
委
員
の
仕
事
量
が
多

く
、
現
状
を
解
決
す
る
た
め
協
力

員
の
設
置
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

複
数
の
自
治
会
を
担
当
さ
れ
て
い

る
人
に
対
し
て
、
協
力
員
を
設
置

◦
不
登
校
生
徒
の
学
校
対
応
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
中
学
校
で
は

教
員
が
チ
ー
ム
を
組
み
家
庭
訪
問

を
し
て
い
る
。

健
康
推
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課

総
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課

管
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農
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振
興
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建
設・下
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商
工
観
光
課

住

民

課

子
ど
も
支
援
課

地
域
福
祉
課

教
育
振
興
課

◦
今
年
度
、
中
学
校
の
状
況
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
教
員
の
増
に

よ
り
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
が
強
ま

り
、
問
題
行
動
が
減
少
し
た
。

◦
教
員
の
時
間
外
勤
務
状
況
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
４
月
の
平
均

時
間
外
勤
務
実
績
は
、
学
校
に

よ
っ
て
違
い
64
時
間
、
41
時
間
、

57
時
間
、
66
時
間
、
83
時
間
、
67

時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
と
し
て
定
時
退
校

日
の
設
定
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
完
全

休
日
、
午
後
５
時
か
６
時
以
降
の

留
守
番
電
話
設
定
等
の
対
応
を
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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な
い
人
が
５
人
」
で
あ
る
。

　

特
に
一
人
の
保
育
士
が
保
育
で

き
る
児
童
数
が
０
歳
児
・
１
歳
児

で
は
少
な
い
こ
と
や
保
育
士
確
保

が
難
し
い
こ
と
も
影
響
し
、
待
機

が
多
い
状
況
で
あ
る
。

す
る
か
ど
う
か
を
地
域
の
現
状
等

を
考
慮
し
な
が
ら
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

30
年
度
に
５
割
軽
減
、
31
年
度
に

な
く
す
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
そ
の
他
、
総
務
部
門
で
は
、
総

合
政
策
課
、
環
境
対
策
課
、
人
権

政
策
課
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
進

捗
状
況
に
対
し
質
疑
を
行
っ
た
。

に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続

き
注
視
す
る
と
と

も
に
、
施
設
運
営

に
関
し
て
も
議
会

と
し
て
の
監
視
機

能
を
充
分
発
揮
で

き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。


